












－22－Vol.58　No.3（2021）

7）全体会議　…　会社全員参加の全体会議を 3 月末と 12 月末に行っています。3 月は保安検査が 4 月
から始まるため各県の動向，検査基準等が変わってないかを確かめるものです。新年度に向けて検査員・
検査従事者全員が共有し検査に臨むため行っています。
12 月には 1 年間施工したプラント工事，保安検査時の良かったこと，悪かったこと，タンクローリ

　再検査時の検査全般について，工事の施工個所の写真等の確認などを行っています。事故や怪我をな
くし，クレームゼロを目指し開催しています。
8）健康に関する講話　…　総合病院の専門マネージャーを招き健康維持に関する講話を全体会議の折，
お話をいただいています。
9）禁煙の推奨，分煙の実施　…　本社は禁煙，白石工場は分煙で進めています。喫煙者が少なくなるよ
う働きかけをしています。
10）健康経営優良法人企業　…　健康経営優良法人 2021（中小規模法人部門）に認定されました。
（2021 年 3月）
11）社内報を配布　…　プラント検査グループは出張が多く社員全員が一堂に会することが難しいため
社内報として月 1回のかわら版を発行し必要事項を伝達しています。

4. まとめ
　「安全は何よりも優先しなければならない」を遵守しなければ事業の継続，行く末はないものと思わなけれ
ばなりません。
　　安全にもいろいろあり作業の安全，交通安全，心身ともに健康であることすなわち体の安全などがあります。
　どれか一つ欠けても企業の安全運行はできなくなります。それぞれを維持するため各々様々な工夫を凝らし
　ながら日夜試行錯誤していかなければなりません。
　　現場の安全への取組みもこれらの安全を平衡に保つことから始まるように思います。
　　顧客との信頼関係を築き上げ，協力会社，仕入れ先との信頼関係を成就し，取引会社との助言に耳を傾け
　ることにより，自社独自の労働安全衛生基準が自然と生まれるのではないかと思います。自分一人でできる
　ものではなく全員が一丸となって進むことによりそこに到達できるのではないでしょうか。
　日頃より些細な事柄にも耳を傾けていく姿勢をもち，良いものはすぐ取り入れることにより少しずつ良い
　ものが出来上がっていくものであると思います。
　　失敗は失敗として受け入れ，同じことを繰り返さないよう皆で戒めながら行っていくことが将来に向けて
　大事であると思います。
　　これまでのものを形骸化することなく，良いことは一つ一つやれることからチャレンジしていく精神をもっ
　て社員一丸となり取組んでいきたいと思います。
　　安全に取組むには，社員一人一人のルーティング，会社としてのルーティングを持つことが大事であると
　考えます。
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	［訂正版・再掲載］石油ガス工事における安全への取組み（カラー版）+20210721 (1).pdf



